
新病院のコンセプトや内装デザインと調和し、ナースとしての誇りも体現するユニフォームを。
そんな思いから、マッキントッシュ フィロソフィー メディカルウェア®のユニフォームを採用した

札幌柏葉会病院にて、小林利絵子看護部長にお話をうかがいました。

　当院は2024年12月に移転、病院名も変

えてリニューアルしました。それに伴い、

病院全体でユニフォームも新しくしようと、有志のスタッフ

で制服委員会を結成。委員会メンバーが候補に挙げたの

が、マッキントッシュ フィロソフィー メディカルウェア®のユ

ニフォームでした。委員会メンバーは、デザインが気に入り、

「これを着て仕事をしたい」と思ったそうです。

　新病院のコンセプトの１つは「イノベーション」。例えば、

従来型のナースステーションは廃止して廊下部分にナー

シングホールを設け、患者さんに近い距離で寄り添えるよ

うにしています。変革的という意味では、新しさを感じさせ

る、デザイン性の高いこのユニフォームがぴったりだと感じ

ました。また、病棟の内装のイメージ画像にこのユニフォー

ムを組み合わせてみると、雰囲気がとてもマッチしていたん
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看護師としての誇りをもって働けるようにとの願いから選ばれた
変革的な新病院にマッチするユニフォーム
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「イノベーション」にふさわしい
デザインが決め手に

小林利絵子
看護部長

HIを支える白衣の力
第15回　札幌柏葉会病院

HI(Hospital Identity)は、病院の文化や特性・独自性を高めるうえで重要な、ブランディング戦略です。その HI を高めるた
めに白衣がどのような力を発揮するか。この連載では、 デザイン性だけではない白衣へのこだわりをお伝えしていきます。

採用商品： MPA-3932 、 MPA-3942
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です。看護師としての誇りをもって働くことができ、空間に

も調和するという点が決め手となり、高価格帯ではあります

が、採用が決まりました。 

移乗動作を考慮した機能性や、
ユニセックスである点も重視

　脳神経外科では患者さんの移乗動作が頻繁に発生する

ため、動きやすさも重視しました。以前に使用していた白衣

は体の線が出やすかったり、かがむと下着のラインが浮き

出たりといった課題がありました。このユニフォームは伸縮

性があり、体の線をカバーしてくれます。ポケットは深さがあ

り、しゃがんでも中の物が落ちません。スマートフォンもきれ

いに収まります。

　ユニセックスモデルであることもポイントに。業務内容は

一緒なのだから、男女とも同じユニフォームにしたいと考え

ていました。性別を問わず、そして幅広い年代に似合うデ

ザインに魅力を感じています。

患者さんやスタッフの個別性を尊重する
看護に、デザインやブランド力が寄与

　看護部の理念である「その人らしさの探求」のためには、

患者さんの生活をアセスメントすることが重要です。ナーシ

ングホールでの自然な会話から、アセスメントに必要な情報

を得られる場合もあります。看護師だと認識されやすく、病

棟の環境にもなじむユニフォームは、患者さんとのコミュニケ

ーションの促進につながり、「その人らしさの探求」に寄与し

ていると考えています。

　患者さんはもちろん、働くスタッフの「その人らしさ」も大切

にしています。それぞれが看護師として違った価値観をもつ

なかで、ユニフォームは「ここでがんばろう」と思えるような要

素の１つ。デザイン性が高く、ブランド力があるこのユニフォ

ームを着て、仲間を尊重しながら活躍してもらえたらと願っ

ています。

患者さんと
スタッフをつなぐ
ナーシングホールに、
落ち着いた色味の
ユニフォームがマッチ

木目調を取り入れた
特別室の内装にも合う
デザイン。動きやすさや、
メッシュ素材による
着心地のよさも好評

MPA-3932は、
デザインポケットの
チャックの差し色が
アクセントに。
シンプルながらも
随所にセンスを
感じられる

TEL：03-5289-7891
E-mail：hp-info@nagaileben.co.jp
ホームページ：https://www.nagaileben.co.jp

2024年12月開院。前身は札幌市豊平区福住で50年以上にわたり急性
期脳神経外科診療を行ってきた柏葉脳神経外科病院。脳神経疾患を
診療の中心とし、最新の設備と最新の医療機器による救急医療・高
度急性期医療を提供。高度脳血管病センター、先端医療研究センター、
脳血管内治療センター、FUS（集束超音波治療）センターを備える。「人
と医療と未来をつなぐ」との思いのもと、院内・院外の設備環境にこだ
わり抜いて設計。緑視率の高いナーシングホールや、上から見ると柏
の葉のように見える半円を２つ合わせた形の病棟階デザインなどが特徴。
〒062-0931　北海道札幌市豊平区平岸１条12丁目１-25
https://hosp.hakuyo-kai.or.jp

札幌柏葉会病院

袖に付けられた病院のロゴには
「変化」することを躊躇しない、
という意味が込められている
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